
業 務 仕 様 書 
 

１ 業務名 

令和７年度（2025年度）札幌市障害福祉サービス魅力発信業務 

 
２ 業務の目的 

札幌近郊の大学及び専門学校の福祉系学部に在学する学生を対象に、障がい

福祉分野で働く魅力を伝える就職ガイダンスを実施することで、障害福祉サー

ビス事業所等の新規就職者の増加を図る。また、障がいサービスの魅力・やり

がいをPRする冊子・映像を作成し、イメージアップを図ることを目的とする。 

 

３ 履行期間 

契約締結日から令和８年（2026年）２月27日まで 

 
４ 業務内容 

業務の種類は以下の２種とする。 

⑴ 魅力発信冊子及び魅力発信動画の作成業務 

別紙ページネーション案及び下記に基づき、取材、イラスト制作、デザイ

ン・レイアウト調整を含む作業を行い、製本用原稿データ及び魅力発信動画

を作成すること。 

印刷業務は別途発注することから、本業務に含まない。 

なお、本業務の契約後、速やかに本仕様書に基づいた作業計画書を提出

し、委託者の了解を得ること。 

ア 冊子成果物等 

下記仕様のとおり、冊子作成及びＨＰへの掲載に使用できる「完全版

下」の状態で、ＤＶＤ－Ｒ に保存し、提出すること。 

(ｱ) 判型 Ａ５判 

(ｲ) 刷り色 ４色カラー 

(ｳ) ページ数 全16ページ（表紙・裏表紙を含む） 

(ｴ) 左開き（左綴じ）とすること 

(ｵ) ファイル形式 

ａ ＰＤＦ形式及びExcel形式：全頁（容量８ＭＢ以内）、各頁（容量２

ＭＢ以内）、見開き頁（容量２ＭＢ以内）の３種類 

ｂ Adobe Illustrator または indesign 形式：アウトライン化された印刷

データ及びアウトライン化していない再編集用データ 

イ 冊子の表紙、裏表紙及び全体構成ついて 

(ｱ) 表紙・裏表紙デザインは３通り以上、本文の基本デザイン（ページレ

イアウト、背景デザイン等）は２通り以上の案を提案すること。 

(ｲ) 特にターゲットとすべき、10代後半から20代に訴求するような構成を

心掛けること。 

(ｳ) イラストなどのグラフィックを効果的に用いたデザインを検討するこ

と。 

(ｴ) 札幌市広報に関する色のガイドラインに基づき、使用する色を検討す

ること（http://www.city.sapporo.jp/koho/color/）。 

 



ウ 魅力発信動画成果物等 

下記仕様のとおり、ＨＰへの掲載に使用できる「完全版下」の状態で、

ＤＶＤ－Ｒ に保存し、提出すること。 

(ｱ) 形式 ＭＰ４ 

(ｲ) 数量 ２本以上 

(ｳ) 動画時間 ２分程度 

(ｴ) 映像作品には聴覚障がい者でも理解できるような字幕を付けること。 

エ 全体構成ついて 

(ｱ) 下記オに記載した、取材をもとに、動画作成を行うこと。 

(ｲ) 特にターゲットとすべき、10代後半から20代に訴求するような構成を

心掛けること。 

(ｳ) 字幕の背景色とのコントラスト比は、4.5：１ を確保すること。 

(ｴ) ＢＧＭや効果音を適宜入れること。 

(ｵ) 札幌市広報に関する色のガイドラインに基づき、使用する色を検討す

ること（http://www.city.sapporo.jp/koho/color/）。 

オ 取材について 

(ｱ) 委託者が指定する市内の障害福祉サービス事業所等。計４箇所を取材す

るため、取材先と日程調整のうえ、訪問またはオンライン会議システム等

を活用し、インタビュー形式又は対談形式により取材を行うこと。 

(ｲ) 取材対象者及びその連絡先は委託者から提供する。 

(ｳ) １箇所あたり１時間程度の時間を目安とし、「業務のやりがい」、「１日の業務

スケジュール」、「業務に求められる資質」などを聞きとり、本業務の目的に則

した内容とすること。 

(ｴ) 取材対象者や施設がわかる写真を、各所２点以上掲載するものとし、

写真データは原則、受託者が撮影すること。 

(ｵ) 校正後、受託者は取材先に対して謝礼金の支払い事務を行うこと。ま

た、謝礼金は30,000円を基準とすること。 

カ ハローワーク、北海道福祉人材センター等の紹介（P15）について 

委託者が提供する事業内容に関する資料を基に、わかりやすくデザイ

ン・レイアウトし直すこと。 

キ 校正について 

校正は３回以上とする。なお、取材原稿は、取材先に校正を行った後、

委託者と行うこと。また、印刷物等の内容・デザインについては、事前に

委託者と協議を行い、了承を得ること。 

ク その他 

(ｱ) 受託者は、委託者が成果物等を広報及び広告活動等に利用する場合に

は、自由に使用できるよう、著作権法（昭和 45 年法律 48 号）第 18 条から

第 20 条に規定する著作権者の権利を行使しないこととする。 

(ｲ) 受託者は、成果物等の利用目的実現のためにその内容を改変しようと

するときは、その改変に同意する。 

(ｳ) 受託者は、成果物の著作権（著作権法第 21 条から第 28 条までに規

定する権利をいう。）を当該著作物の引き渡し時に委託者に無償で譲渡

する。 

(ｴ) 委託業務の成果物に使用する写真、イラスト、その他の資料等につい

て、第三者が権利を有する著作物である場合には、著作権その他知的財

産権に関して必要な手続き及び使用料等の負担は受託者の責任において



行うこと。 

(ｵ) 成果品や資料等の公開に伴い、第三者から権利侵害の訴えその他の紛

争が生じたときは、受託者は自己の費用及び責任においてこれを解決す

るものとし、かつ委託者に何らかの損害を与えたときはその損害を賠償

するものとする。 

（ｶ）魅力発信冊子及び魅力発信動画については、ホームページ等に、広く

公開されることについて、取材対象者に十分説明のうえ承諾を得るこ

と。 

 

⑵ ガイダンス業務 

ア 学校に訪問して実施する形式を想定する。その他、参加者に障がい福祉

分野ならではの働く魅力を伝え、障害福祉サービス事業所等の新規就職を

促進することができる実施内容について企画提案すること。 

イ 実施先の学校は委託者が指定する札幌近郊の大学及び専門学校の計２～

３箇所で実施するため、会場や日程等を学校と調整のうえ、実施すること。 

ウ 実施先の学校及びその連絡先は委託者から提供する。 

エ １箇所あたり１～２時間程度の時間を目安とし、上記⑴の内容及び本業務の目的

に則した内容とすること。また、受託者による講義のほか、委託者が指定

する市内の障害福祉サービス事業所等の職員（以下「事業所職員」とい

う。）２名以上からの講義の時間を設けることを原則とする。 

オ ガイダンスでは、参加者の障がい福祉分野に対する、不安を軽減する内

容を意識すること。また、質疑応答の時間を設けること。 

⑶ 実施時期 

履行期間内に実施 

⑷ 業務の詳細内容 

ア 事前調整 

(ｱ) 受託者は、実施先の学校及び事業所職員と事前に調整のうえ、ガイダ

ンスの日時を決定するとともに、ガイダンスの実施内容に応じた機能・

規模を有する会場を確保すること。 

(ｲ) 受託者は、会場の設営及び撤収を行うこと。また、必要な備品の設置

及び電源の確保等を行うこと。 

イ ガイダンスの周知（自由参加型としてガイダンスを実施する場合） 

(ｱ) 受託者は、実施先の学校に在学する学生を対象に、ガイダンスの内

容、日時、会場等を周知するチラシを作成すること。 

(ｲ) 受託者は、実施先の学校と事前に調整のうえ、チラシの掲示又は配布

等により、対象となる学生へ積極的にガイダンスの周知を行うこと。 

ウ ガイダンスの運営・進行 

(ｱ) 受託者は、円滑な運営のために進行表及び配置図等の必要な書類をあ

らかじめ作成のうえ、確定前に委託者に提出し、事前の承認を得るこ

と。 

(ｲ) 受託者は、参加者の受付・案内等を行うこと。 

(ｳ) 受託者は、ガイダンスの進行を行うこと。 

(ｴ) 受託者は、円滑かつ安全な業務の遂行に向けて必要なスタッフ数を確

保し、配置すること。 

(ｵ) 受託者は、次第その他委託者が必要と認める配布資料を委託者の事前

の承認を得たうえであらかじめ作成・印刷し、当日の参加者に配布する



こと。また、委託者が用意する冊子等についても同様に配布すること。 

エ ガイダンス参加者アンケートの実施 

(ｱ) 受託者は、受講者に対するアンケートを委託者の事前の承認を得たう

えであらかじめ作成し、ガイダンスの終了後に実施すること。 

(ｲ) 受託者は、実施したアンケートの写し及び集計結果を委託者に提出す

ること。 

オ その他業務 

(ｱ) 受託者は、上記以外にガイダンスの運営に必要な一切の業務を行うこ

と。 

(ｲ) ガイダンスの終了後、受託者は講義を行った事業所職員に対して謝礼

金の支払い事務を行うこと。また、謝礼金は１人あたりガイダンスごと

に30,000円を基準とすること。 

 

５ 特記事項 

⑴ 受託者は、本業務の遂行に当たって収集し、知り得た企業、個人の情報等の

一切の事項について、本業務の履行期間及び履行後において、外部に漏えいが

ないようにするとともに、目的外に使用しないこと。 

⑵ 本業務の履行に関し、委託者との連携を密にして委託者に確認のうえ進める

こと。また、この仕様書に定めのない事項及び疑義が生じた事項については、

委託者と受託者双方の協議により決定すること。 

⑶ 受託者は、本業務の履行にあたり、本市の環境マネジメントシステムに準じ、環境

負荷低減に努めること。 

⑷ 受託者は、本業務の履行にあたり、感染防止対策に充分に留意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

別紙 ページネーション（案） 
頁 項目 

１ 表紙 

２ ・目次 

・札幌市における障がい福祉業界の求人倍率や、障害福祉サービス事業所の増

加率などを交え、多くの人材が求められていることを伝える。 

３ 

４ ・障害福祉サービス種別紹介 

インタビュー記事の導入とすべく、「入所系」「通所系」「訪問系」「児童福

祉系」「相談系」に分けて記載。 

５ 

６ ・インタビュー記事（入所系） 

「きっかけ」「業務のやりがい」「仕事の魅力」「１日の業務スケジュール」

「印象に残っているエピソード」「入所系ならではの苦労や楽しみ」「福祉の

仕事を通じて学んだことや成長した点や福祉の魅力」「利用者（あるいは上

司）の声」「キャリアや目標について」「働きやすいと感じるところ」等 

７ 

８ 
・インタビュー記事（通所系） 

９ 

10 
・インタビュー記事（訪問系） 

11 

12 
・インタビュー記事（児童福祉系） 

13 


14 ・障がい福祉業界への就職や勤務に際し、活きる資格（「介護職員初任者研

修」「ガイドヘルパー」等）の詳細や取得方法を紹介 

・よくあるQ&A 
15 

16 裏表紙 

・札幌市障がい福祉課の連絡先を記載 

・ハローワーク、北海道福祉人材センターの案内 
 

※ページ順は入れ替え可。より効果的な配置があれば提案すること。 

※インタビュー記事について、１名は施設長やサービス管理責任者などベテラン職員

の記事を掲載し、キャリアパスについて記載すること。その他３名については、想定

する年代等を提案すること。 

 

 

 


